
東北大学大学院情報科学研究科 

国 際 会 議 準 備 支 援 経 費 報 告 書 

国 際 会 議 の 

タ イ ト ル 

2006 Intermediate International Input-Output Meeting 

（2006 国際産業連関分析学会仙台大会） 

主 催 及 び 

責 任 者 等 

国際産業連関分析学会、東北大学、環太平洋産業連関分析学会 

教授 稲村  肇（人間社会情報科学専攻・空間計画科学分野） 

開 催 期 間 2006年7月26日～7月28日（3日間） 

会 場 仙台サンプラザホテル 

出席予定者数（講師・パネリスト等を除く） 200～250名 

講 師 ・ パ ネ 

リ ス ト 等 の 

氏名・勤務先等 

国際学会であるため特定の講師はいない。 

しかし、Guest SpeakerはRobert U. Ayres（Center for the Management 

of Environmental Resources, INSEAD, France）と内閣府経済社会総合研

究所所長 黒田 昌裕 

目的及び内容 国際産業連関分析学会仙台大会 

情報科学研究

科にとっての

意義・貢献度 

国際産業連関分析学会仙台大会の組織委員会と情報科学研究科の共同事

業として、その大会での発表論文の中から、５～７本程度の論文を選び、

GSIS－JournalにI－O分析の特集を組む。 

 


